
 

 

 

 

 
 

                                                     
 

 

 

新型コロナウイルス感染拡大防止の為、昨年から自宅で過ごす時間が
増えたのではないでしょうか？安全に見える自宅の中にも数多くの危険
が潜んでいます。今回はお子様を事故から守る為に、発生しやすい事故
と対策を紹介します。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民の皆様へのお便り 

防災おうめ    回 覧 用  

 

令和３年５月 
No. ２１８ 

 
青梅防火防災協会 

青梅消防署 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

生活の中に潜む事故から子供を守ろう 

 

「おぼれ」は重症化しやすい事故！！ 

【子供の「おぼれ」を防ぐために】 

○ 特に乳幼児（5 歳以下）をお風呂に入れている時、水
遊びをさせている時は、決して目を離さないようにし
ましょう。 

○ 子供だけで浴室に入れないようにしましょう。 

 
 
 
 

「窒息」は死に至る危険な事故！！ 

「転落」は繰り返し起きている事故！！ 

【窓やベランダからの落ちる事故を防ぐために】 
○ ベランダへの出入口の窓などには、鍵を二重に

設ける等の措置を講じましょう。 
○ エアコンの室外機、植木鉢などを置く場所にも

注意しましょう。 

【窒息や誤飲を防ぐために】 

○ 誤飲する可能性があるものを、子供の手の届く
ところに置かないようにしましょう。 

○ 食べ物は、年齢に応じた大きさや形にして食べ
させましょう。食事中びっくりさせないように
しましょう。 

コロナ禍の影響で、キャンプ等のアウトドアを楽しむ方が増えて

います。自宅でも燻製料理をする方も増えましたが、自作の燻製調

理器具を誤った使い方をしたために思わぬ火災になることがありま

す。安全な取扱いの知識を深めましょう。 

火の取り扱いに注意 

 

・火をつけたままの炭や燻製器から絶対に離れたり、外出

しないようにしましょう。 

・炭や燻製器の周囲には、可燃物や引火物を置いたり、近

づけないようにしましょう。 

・炭を消火する際は、火消し壺を使用するか、水を張った

バケツなどに浸し、内部の火種まで消火しましょう。 

・簡易型ガスこんろ全体を覆うような燻製器は使わないよ

うにしましょう。 

・市販の燻製器や燻製用のチップを使用する際は、取扱説

明書を熟読しましょう。 

・火を点けた後に着火剤を継ぎ足すのは危険なので止めま

しょう。 

アウトドア・燻製調理時の火災を防ぐポイント 

防火・防災に関するお問合せ   
青 梅 消 防 署 青梅市師岡町３－２－５     ０４２８－２２－０１１９ 

日向和田出張所 青梅市日向和田２－３０９－１  ０４２８－２４－０１１９ 
長 淵 出 張 所 青梅市長渕３－２０３－３    ０４２８－２１－０１１９ 


